
予測

予測結果

需要データ

date:日付
cust:顧客名
prod:製品名
demand:需要量
予測で考慮したい要素1:任意の列名でデータ入力可能
予測で考慮したい要素1:任意の列名でデータ入力可能
予測で考慮したい要素…ｎ: … 考慮したい要素は何種類でも追加可能

プロモーションデータ

予測で考慮したい日付以外の要素（プロモーションや天気などなんでもOK）
date:日付
考慮したい要素１

考慮したい要素２

入力データ

予測結果

ds:日付

その他列は予測で用いた各種パラメータ値を表示している．

yhat:予測値
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力
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顧客選択

製品選択

予測したい製品と顧客を選

択する．

期間，予測期間数

パ
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追加データ選択

傾向変動関数

評価尺度
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上限，下限

予測する顧

客名と製品

名を選択
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交差検証

日次，週次，年

次の季節変動

予測開始期
予測シフト

予測期間

予測結果評価尺度

mean squared error (MSE)：平均二乗誤差
root mean squared error (RMSE)：平均二乗誤差の平方根
mean absolute error (MAE)：平均絶対誤差
Median Absolute Percentage Error 
(MDAPE)：メディアン絶対パーセント誤差
coverage：yhat_lower（予測幅下限） とyhat_upper 
（予測幅上限）の間に入っている割合(被覆率)

交差検証結果

horizon:予測期間
各評価尺度の値

期間：集約を行う期．例えば1週間を1
期とするなら"1w"，1日は"1d"．
予測期数：予測を行う期数．期の単位

が1日の場合，期数1は1日を表す．

考慮するプロモーシ

ョンデータを追加

「傾向変動関数」がロジス

ティック（logistic）曲線の
場合に有効になる．値はモ

デルによって適宜調整．

規定値は線形.ロジスティッ
ク曲線にするには,引数を'log
istic'に設定する. 
また傾向変動をなくすため

には引数を 'flat'に設定する.

日次,週次,年次の季節
変動を考慮するか否か

データ入力や結果出力，地図や図の操作方法，表の操作方法などは「Streamlit操作方法.pdf」を御覧ください．
リファレンスマニュアルも合わせて御覧ください．

導入コンサルティングやユーザの要望に応じたカスタマイズやAPI提供が可能です．必要な場合，お問い合わせください．

データ作成時の注意点:列の名前はサンプルと同じにする必要がある.列の省略不可.

予測を行う日数

交差検証を開始

する最初の期 予測の間隔

パラメータ「評価尺度」で選択された評価尺度で誤差表示

交差検証：

交差検証の「予測開始期」前のデータを用いて「予測開始期」以

降の「予測期間」分の予測を行い，本当の値との誤差を評価し，

次いで（「予測開始期」前のデータ＋「予測シフト」）日までの

データを用いてその後の「予測期間」分の予測を行い評価し，と

いう手順を最後の日まで繰り返す．

需要予測システム B−Forecast（ベイズ推論）


